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【
う
ら
へ
続
く
】

米
軍
指
揮
下
に
自
衛
隊

日
本
の
主
権
覆
す
日
米
同
盟
の
大
変
質

 　
　

ま
ぎ
れ
も
な
い
憲
法
違
反

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
２
０
２
３
年

度
連
結
決
算
「
対
前
年
で

核禁条約参加求め署名 114 万

　被団協が外務省に提出

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
は
12
日
、
外
務

省
を
訪
れ
「
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
・
参
加
を
求
め
る
」
署

名
１
１
４
万
１
２
８
２
人

分
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

家
島
昌
志
代
表
理
事
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
核
使
用
の

威
嚇
が
行
わ
れ
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
閣
僚
の
核
使
用
発

言
も
伝
え
ら
れ
る
と
し
て
、

「
ま
さ
に
核
兵
器
を
な
く

す
こ
と
で
し
か
核
戦
争
の

危
機
を
回
避
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
述
べ
、
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
核
兵
器
の
禁
止
か

ら
廃
絶
に
向
け
て
今
こ
そ

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
と
き

だ
と
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
参
加
を
求
め
ま
し
た
。

　

４
月
の
日
米
首
脳
会
談

で
の
日
米
共
同
声
明
は

「
作
戦
及
び
能
力
の
シ
ー

ム
レ
ス（
切
れ
目
の
な
い
）

な
統
合
」
の
た
め
、「（
日

米
そ
れ
ぞ
れ
の
）
指
揮
統

制
の
枠
組
み
を
向
上
さ
せ

る
」
と
明
記
し
ま
し
た
。

「
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合
」は

米
軍
・
自
衛
隊
の
統
合
を

意
味
し
、
統
合
が
進
め
ば

指
揮
統
制
は
、
情
報
で
も

装
備
で
も
優
越
的
な
立
場

に
あ
る
米
軍
主
導
で
行
わ

れ
、自
衛
隊
は
事
実
上
、米

軍
の
指
揮
統
制
の
下
に
組

み
込
ま
れ
ま
す
。

　

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が

「
日
米
同
盟
が
始
ま
っ
て

以
来
、
最
大
の
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
だ
」
と
述
べ
た
わ

け
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

国
会
で
日
本
共
産
党
の

志
位
和
夫
議
長
が
、「
自
衛

隊
は
独
立
し
た
指
揮
系

統
」
と
繰
り
返
す
岸
田
首

相
に
対
し
、“
そ
の
保
障
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
”
と
た

だ
し
ま
し
た
が
、
一
つ
も

ま
で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
が
先
制
攻
撃
を
す

る
米
軍
の
指
揮
下
に
組
み

入
れ
ら
れ
れ
ば
、
憲
法
違

反
の
事
態
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
の
独
立
を
投
げ
捨
て
る

行
為
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

示
せ
ま
せ
ん
。
米
空
軍
発

行
の
公
式
の
解
説
文
書
で

は
、
米
国
と
同
盟
国
と
の

「
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合
」に

は
、
同
盟
国
に
「
主
権
の

一
部
を
切
り
離
さ
せ
る
…

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
」
と

　

10
日
参
院
で
「
戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
を
進
め
る

２
法
案
が
わ
ず
か
な
審
議

時
間
で
、自
民
、公
明
、立

民
、
維
新
、
国
民
な
ど
の

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

経
済
秘
密
保
護
法
は
科

戦
争
国
家
２
法
（
経
済
秘
密
保
護
法
・

改
訂
防
衛
省
設
置
法
）
成
立

　
　

審
議
わ
ず
か
、
日
本
共
産
党
は
反
対

学
技
術
全
体
を
防
衛
目
的

に
動
員
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
ま
す
。
改
訂
防
衛
省

設
置
法
は
「
総
合
防
衛
司

令
部
」
を
創
設
し
、
自
衛

隊
を
米
軍
の
支
配
下
に
組

み
込
む
こ
と
を
ね
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
憲
法
の

平
和
原
則
を
踏
み
に
じ
る

も
の
だ
と
反
対
し
ま
し
た
。

増
収
、
増
益
。
営
業
収
益
、

当
期
利
益
は
過
去
最
高

だ
っ
た
」「
営
業
収
益
は

２
％
増
の
13
兆
３
７
４
６

億
円
だ
、
営
業
利
益
は

５
％
増
の
１
兆
９
２
２
９

億
円
」「
国
内
外
で
旺
盛
な

Ｉ
Ｔ
投
資
需
要
を
取
り
込

み
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事

業
が
好
調
だ
っ
た
と
し
て

い
る
」「
利
益
は
株
主
だ
け

で
は
な
く
社
員
に
も
還
元

し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

実
質
賃
金
が
24
カ
月
連

続
減
。「
物
価
の
変
動
を
反

映
す
る
と
３
月
は
２
・

５
％
減
少
す
る
と
い
う
」

「
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

法
案
は
「
こ
ど
も
未
来

戦
略
〈
加
速
化
プ
ラ
ン
〉」

と
し
て
、
２
０
２
８
年
度

ま
で
に
▽
児
童
手
当
の
拡

充
▽
妊
婦
へ
の
10
万
円
支

給

｜

な
ど
を
す
す
め
る
と

し
て
い
ま
す
。
児
童
手
当

の
所
得
制
限
撤
廃
は
、「
こ

ど
も
は
社
会
が
育
て
る
」

子
育
て
支
援
法
改
定
案

財
源
の
国
民
負
担
は
問
題

　

児
童
手
当
拡
充
は
運
動
の
成
果

ユネスコ

ガザの全パレスチナ人記者に
世界報道自由賞を授与

　正規雇用か非正規雇用かで生涯賃金に大きな差が
でることが厚生労働省が発表した２０２３年の賃金
構造基本統計調査で明らかになりました。
　大卒で比べると、生涯賃金は正規雇用の場合、
２億３８１６万円、非正規雇用ではｌ億４６４０万
円で、非正規雇用は９０００万円以上も低くなりま
す。格差の是正が急務です。

正規・非正規の生涯賃金格差

と
い
う
理
念
に
照
ら
し
て

評
価
で
き
る
も
の
で
、
要

求
運
動
の
成
果
で
す
。

　

し
か
し
「
異
次
元
の
少

子
化
対
策
」
を
掲
げ
な
が

ら
、
本
格
的
な
施
策
は
児

童
手
当
の
拡
充
だ
け
で
す
。

国
に
よ
る
学
校
給
食
や
保

育
料
の
無
償
化
も
高
等
教

育
無
償
化
や
奨
学
金
返
済

の
負
担
軽
減
の
本
格
的
取

り
組
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。

極
め
て
限
定
的
で
す
。
一

方
で
、３
・
６
兆
円
の
財
源

　

国
連
が
制
定
し
た
３
日

の「
世
界
報
道
自
由
デ
ー
」

を
前
に
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
は

２
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ

ザ
地
区
で
取
材
す
る
パ
レ

ス
チ
ナ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
全
員
に
２
０
２
４
年
の

「
世
界
報
道
自
由
賞
」を
授

与
し
ま
し
た
。
賞
は
危
険

地
域
で
報
道
の
自
由
を
守

り
、
推
進
す
る
た
め
顕
著

な
貢
献
を
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
専
門
家
で
つ

く
る
国
際
審
査
委
員
会
の

ウ
ェ
イ
ベ
ル
委
員
長
は
、

「
暗
闇
と
絶
望
の
時
代
に

劇
的
な
状
況
の
中
で
取
材

し
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
、

連
帯
と
承
認
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
」
と

述
べ
、「
人
類
と
し
て
、
私

た
ち
は
彼
ら
の
勇
気
と
表

現
の
自
由
へ
の
貢
献
に
大

き
な
借
り
が
あ
る
」
と
表

明
し
ま
し
た
。

い
つ
い
て
い
な
い
」「
連
続

減
は
比
較
可
能
な
１
９
９

１
年
以
降
で
過
去
最
長
と

な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

非
正
規
春
闘
。「
一
部
の

企
業
で
賃
上
げ
さ
れ
た
が
、

半
数
近
く
の
企
業
か
ら
は

賃
上
げ
回
答
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
」「
非
正
規

労
働
者
の
賃
上
げ
の
た
め

に
も
最
低
賃
金
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

10
日
、
参
院
本
会
議
で

経
済
秘
密
保
護
法
案
可
決
、

成
立
。「
国
会
で
の
審
議
時

間
は
わ
ず
か
だ
っ
た
」「
テ

レ
ビ
の
報
道
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
」「
セ
キ
ュ
リ

は
真
摯
に
被
害
者
と
向
き

合
う
姿
勢
が
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ザ
休
戦
交
渉
決
裂
。

「
ハ
マ
ス
は
休
戦
案
に
合

意
し
た
が
イ
ス
ラ
エ
ル
は

拒
否
し
、
交
渉
中
に
ラ

フ
ァ
を
攻
撃
し
た
」「
ラ

フ
ァ
の
検
問
所
が
封
鎖
さ

れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ガ
ザ
報
道
」に
米
ピ
ュ

リ
ツ
ァ
ー
賞
・
特
別
賞
。

「
選
考
委
員
会
は『
数
多
く

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
命

を
落
と
し
た
』『
勇
気
あ
る

活
動
だ
』
と
た
た
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大

き
い
」「
体
調
を
崩
し
て
い

る
人
も
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
あ
ち
こ
ち
の
庭
で
バ

ラ
が
見
事
」「
最
近
は
普
通

の
家
で
も
大
輪
の
バ
ラ
を

咲
か
せ
て
い
る
」

テ
ィ
ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

制
度
の
導
入
で
民
間
企
業

で
も
重
要
情
報
を
扱
う
従

業
員
は
身
辺
調
査
さ
れ

る
」「
科
学
技
術
を
軍
事
に

動
員
す
る
た
め
の
も
の

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

環
境
相
と
水
俣
病
被
害

者
の
懇
談
会
で
の
マ
イ
ク

オ
フ
問
題
。「
発
言
中
に
マ

イ
ク
を
オ
フ
す
る
な
ん
て

ひ
ど
い
」「
そ
も
そ
も
３
分

は
短
か
す
ぎ
る
」「
環
境
省

で
す
。

　

４
月
19
日
の
衆
院
本
会

議
で
法
案
が
自
民
・
公
明

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
が
、日
本
共
産
党
は「
財

源
の
問
題
」
を
理
由
に
反

対
し
ま
し
た
。

は
、
公
的
医
療
保
険
へ
の

上
乗
せ
徴
収
や
介
護
利
用

料
２
、３
割
負
担
の
対
象

拡
大
な
ど
、
国
民
の
負
担

増
で
賄
お
う
と
す
る
も
の


